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こ
の
数
年
で
中
国
経
済
、
中
国
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
が

ら
り
と
変
わ
っ
た
。
以
前
は
国
家
主
導
の
経
済
成
長
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
、
資
源
系
を
中
心
と
し
た
大
型
国
有
企
業
、

銀
行
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
企
業
が
看
板
だ
っ
た
。
G
D
P

こ
そ
凄
ま
じ
い
勢
い
で
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
市

場
経
済
の
活
力
で
は
な
く
て
国
の
力
に
依
存
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
、
や
や
侮
蔑
ま
じ
り
の
見
方

が
大
勢
を
占
め
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
が
ど
う
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
E
C
（
電
子
商
取

引
）
の
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
、
世
界
10
億
ユ
ー
ザ
ー
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
「
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
」
を
擁
す
る
テ

ン
セ
ン
ト
、
2
0
1
8
年
第
2
四
半
期
に
ア
ッ
プ
ル
を

抜
き
世
界
第
二
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
（
華
為
）
な
ど
、
民
間
企
業
が
中
国
経
済

の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
、
民
泊
な
ど
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
E
V

（
電
気
自
動
車
）
で
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
だ
。
続
々

と
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
（
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
分
野

を
切
り
開
き
、
急
成
長
を
続
け
る
企
業
）
が
誕
生
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
広
が
り

つ
つ
あ
る
。

い
っ
た
い
中
国
に
何
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
?

　

中
国
経
済
の
イ
メ
ー
ジ
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
の
は
、

中
国
民
間
企
業
の
急
成
長
が
背
景
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

成
長
を
支
え
て
い
る
の
は
、
強
烈
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

持
っ
た
起
業
家
た
ち
だ
。

技
術
を
磨
き
続
け
る

「
異
質
」な
経
営
者
、任
正
非

そ
う
し
た
中
で
も
特
筆
す
べ
き
成
功
例
が
、
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
の
創
業
者
、
任
正
非
氏
だ
。

任
は
1
9
4
4
年
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
は
人
民
解

放
軍
の
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
く
。
鄧と

う

小し
よ
う

平へ
い

の
兵

員
削
減
政
策
に
よ
り
部
隊
が
解
散
し
た
た
め
、
国
有
企
業

に
転
籍
す
る
も
、
仕
事
の
失
敗
か
ら
ク
ビ
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
1
9
8
7
年
に
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
を
創
業
し

た
。
最
初
の
業
務
は
電
話
交
換
機
の
輸
入
販
売
だ
。
当
時

の
中
国
で
は
固
定
電
話
が
爆
発
的
に
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
。

電
話
交
換
機
の
需
要
は
高
く
、
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
売
れ
る

状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
い
わ
ば
モ
ノ
さ
え
手
に
入
れ
ば
、

誰
で
も
成
功
で
き
る
時
代
だ
。
任
が
非
凡
な
才
を
発
揮
し

た
の
は
こ
こ
か
ら
だ
。
他
の
事
業
者
が
殿
様
商
売
に
あ
ぐ

ら
を
か
い
て
い
る
中
で
も
、
故
障
対
応
な
ど
の
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
、
顧
客
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
た
。

さ
ら
に
販
売
代
理
店
か
ら
、
自
社
で
製
品
開
発
を
手
が
け

る
メ
ー
カ
ー
へ
の
転
換
を
強
力
に
推
し
進
め
て
い
っ
た
。

電
話
交
換
機
を
扱
う
企
業
は
無
数
に
あ
っ
た
が
、
開
発

ま
で
手
が
け
よ
う
と
い
う
企
業
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
時
代

が
変
わ
れ
ば
、
ま
た
別
の
儲
か
る
商
売
に
鞍
替
え
す
れ
ば

い
い
と
い
う
発
想
が
大
多
数
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
中
で
任

は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
り
、
技
術
力
に
強
い
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
た
。
自
ら
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
と
い
う
背
景

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼
の
経
歴
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
。

任
の
父
親
は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
前
に
、
国
民
党
系

の
工
場
で
働
い
た
経
歴
を
持
つ
。
そ
の
た
め
父
親
も
任
も

そ
の
「
身
分
」（
中
国
で
は
労
働
者
、
農
民
の
身
分
が
高
く
、

地
主
、
資
本
家
、
国
民
党
関
係
者
な
ど
は
身
分
が
低
い
と
さ
れ

た
）
か
ら
た
び
た
び
迫
害
さ
れ
た
。
文
化
大
革
命
で
は
父

は
人
民
裁
判
に
よ
る
暴
行
を
受
け
た
。
任
は
人
民
解
放
軍

建
設
部
隊
で
功
績
を
挙
げ
た
が
一
切
表
彰
さ
れ
な
か
っ
た
。

文
化
大
革
命
が
終
わ
る
と
一
転
、
父
は
名
誉
を
回
復
し
、

任
も
共
産
党
へ
の
入
党
を
認
め
ら
れ
、
北
京
の
人
民
大
会

堂
で
開
催
さ
れ
た
全
国
科
学
大
会
に
招
か
れ
る
と
い
う
栄

誉
に
あ
ず
か
っ
た
。
政
治
の
荒
波
に
も
ま
れ
れ
ば
、
地
位

や
名
誉
な
ど
何
の
役
に
も
た
た
な
い
。
頼
れ
る
の
は
自
ら

の
知
識
、
技
術
だ
け
。
不
遇
の
時
代
に
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
着
実
に
働
き
続
け
た
任
の
人
生
訓
だ
。

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
技
術
開
発

自
主
開
発
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
1
9
8
9
年
、
華

中
理
工
大
学
（
後
に
華
中
科
技
大
学
と
改
名
）
の
修
士
、
鄭て

い

宝ほ
う

用よ
う

と
の
出
会
い
だ
。
鄭
は
名
門
・
清
華
大
学
へ
の
進
学

が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
任
の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
て
無
名
の

小
企
業
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
へ
の
就
職
を
決
意
す
る
。
当
時
の

中
国
で
大
卒
、
院
卒
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
き
わ
め
て
貴
重
だ
。

い
く
ら
で
も
選
択
肢
が
あ
っ
た
中
で
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
を

選
ん
だ
の
は
成
長
の
可
能
性
を
見
込
ん
だ
が
ゆ
え
だ
。
鄭

の
斡
旋
も
あ
り
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
次
々
と
技
術
者
を
獲

得
し
て
い
く
。

そ
の
技
術
力
が
花
開
い
た
の
は
1
9
9
4
年
、
電
話

基
地
局
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
「
C
&
C
08
」
の
開
発

だ
。
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
技
術
転
換
が
始
ま
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
。
こ

の
後
も
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
携
帯
電
話
の
4
G
な
ど
技
術

規
格
の
転
換
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
飛
躍
を
続
け
て

い
く
。
今
後
普
及
が
見
込
ま
れ
る
5
G
に
お
い
て
は
、

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
国
際
規
格
策
定
の
主
要
企
業
の
一
角
を

占
め
る
に
い
た
っ
た
。

基
地
局
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
開
発
に
成
功
し
た

の
は
巨き

よ

龍り
ゆ
う

通
信
、
大だ

い

唐と
う

電
信
、
中ち

ゆ
う

興こ
う

通
訊
（
Z
T
E
）、

華
為
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
の
4
社
の
み
。
頭
文
字
を
取
っ

て
「
巨
大
中
華
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
4
社
は
、
海
外
企
業

を
駆
逐
し
、
中
国
通
信
機
器
市
場
を
牛
耳
る
存
在
へ
と
成

長
す
る
。
そ
の
後
、
国
有
企
業
系
の
巨
龍
通
信
、
大
唐
電

信
が
脱
落
。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
と
Z
T
E
の
二
強
時
代
が

到
来
す
る
。

海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
1
9
9
7

年
に
は
ア
フ
リ
カ
市
場
に
進
出
。
そ
の
2
年
後
に
は
イ
ン

ド
に
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
な
ど
、
猛
烈
な
勢

い
で
海
外
展
開
を
続
け
て
い
く
。
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
の

は
や
は
り
顧
客
対
応
と
技
術
だ
。
メ
キ
シ
コ
で
は
治
安
に

配
慮
し
防
弾
設
備
を
備
え
た
基
地
局
設
備
を
開
発
、
ロ
シ

ア
で
は
寒
冷
地
対
応
の
機
器
を
開
発
と
各
国
の
ニ
ー
ズ
に

中
国
経
済
を
牽
引
す
る
多
数
の
民
間
企
業
と
起
業
家
た
ち
。

世
界
的
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
と
創
業
者
の
任じ

ん

正せ
い

非ひ

氏
は
、

そ
の
模
範
的
な
成
功
例
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
国
を
代
表
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
企
業
や
そ
の
経
営
者
に
は
、
何
が
共
通
し
て
い
る
の
か
？　

さ
ら
に
、
彼
ら
の
多
く
が
活
躍
す
る
深し

ん

圳せ
ん

の
地
に
お
い
て
、

起
業
家
の
あ
り
方
が
ど
う
変
わ
り
つ
つ
あ
る
か
を
読
み
解
く
。

中
国
の
起
業
家
た
ち

―
―
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
、な
ぜ
世
界
的
企
業
に
な
れ
た
の
か

高
口
康
太

Takaguchi Kota

た
か
ぐ
ち
・
こ
う
た

1
9
7
6
年
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
千
葉
大
学

人
文
社
会
科
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
単
位
取
得
退
学
。
2
度
の
中
国
留

学
を
経
験
。
雑
誌
や
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
に
中
国
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・

文
化
な
ど
に
つ
い
て
執
筆
す
る
ほ
か
、
中
国
や
新
興
国
に
つ
い
て
論
じ
る

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「K

IN
BR

IC
K
S N

O
W

」
を
運
営
。
著
書
に
『
な
ぜ
、

習
近
平
は
激
怒
し
た
の
か
―
―
人
気
漫
画
家
が
亡
命
し
た
理
由
』（
祥
伝
社

新
書
）、『
現
代
中
国
経
営
者
列
伝
』（
星
海
社
新
書
）
が
あ
る
。
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監視カメラ網を駆使して治安対策を行う、ファーウェイのセーフシティ・プロジェクトの展示。
顔認識などAI技術も活用する。中国のみならず、南アジアやアフリカなどの国々に輸出され
ている。筆者撮影。

ファーウェイの携帯電話用基地局のモデル展示。左は携帯電話インフラが未成熟な途
上国向けの製品で、安価に電波カバー範囲を増やすことができる。右は都市型基地局
で省スペース化を実現。状況に合わせた製品を開発している。筆者撮影。

合
わ
せ
た
製
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
存
在
感
を
高
め
て

い
っ
た
。

さ
ら
に
通
信
機
器
の
み
な
ら
ず
、
通
信
端
末
の
分
野
に

も
進
出
し
た
。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、

2
0
1
8
年
第
2
四
半
期
は
サ
ム
ス
ン
に
次
ぐ
世
界
2

位
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
る
。
中
核
部
品
の
S
o
C

（
シ
ス
テ
ム
・
オ
ン
・
チ
ッ
プ
）
を
内
製
す
る
ほ
か
、
世
界

初
の
ト
リ
プ
ル
レ
ン
ズ
搭
載
機
を
リ
リ
ー
ス
す
る
な
ど
、

他
社
を
上
回
る
技
術
力
で
成
長
を
続
け
て
い
る
。

愚
直
な
ま
で
の
技
術
開
発
へ
の
注
力
が
生
む
強
さ

任
は
今
も
技
術
開
発
に
余
念
が
な
く
、
会
社
の
方
針
を

定
め
た
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
基
本
法
」
で
は
、
毎
年
売
り
上

げ
の
10
％
を
研
究
開
発
費
に
回
す
と
規
定
し
て
い
る
。

一
方
で
任
は
、
技
術
自
慢
の
た
め
の
開
発
は
や
っ
て
は

な
ら
な
い
と
も
戒
め
た
。「
他
社
よ
り
も
半
歩
先
を
ゆ
く

製
品
を
目
指
せ
」
が
信
条
だ
。
市
場
ニ
ー
ズ
と
か
け
離
れ

た
、
自
己
満
足
の
た
め
の
開
発
は
不
要
だ
。
あ
く
ま
で
売

れ
る
製
品
を
目
指
す
。
中
国
最
強
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
企

業
で
あ
り
な
が
ら
も
、
技
術
に
お
ぼ
れ
ぬ
よ
う
警
告
し
て

い
る
わ
け
だ
。

筆
者
は
今
春
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
工

場
を
訪
問
し
た
。
壁
に
貼
ら
れ
て
い
た
の
は
、
Q
C
サ
ー

ク
ル
［
＊
］
の
成
績
表
だ
。
今
も
日
本
か
ら
講
師
を
招
き
、

日
本
流
の
「
カ
イ
ゼ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

「
我
々
の
工
場
は
こ
れ
か
ら
も
成
長
で
き
ま
す
。
日
本
か

ら
も
学
ぶ
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
す
」

生
産
ラ
イ
ン
の
担
当
者
は
そ
う
語
っ
て
い
た
。

実
態
以
上
に
自
ら
を
大
き
く
見
せ
よ
う
と
す
る
企
業
が

多
い
中
国
に
お
い
て
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
異
色
だ
。
ひ
た

す
ら
黙
々
と
技
術
開
発
と
顧
客
対
応
に
励
む
姿
勢
に
、
乱

世
の
中
国
現
代
史
を
生
き
抜
い
て
き
た
強
さ
が
あ
る
。

中
国
に
は
無
数
の
草
の
根
起
業
家
が
い
る
が
、
そ
の
多

く
は
成
功
し
て
手
に
し
た
金
で
他
の
事
業
分
野
に
手
を
出

す
。
商
社
か
ら
始
め
、
不
動
産
に
手
を
広
げ
、
ホ
テ
ル
を

経
営
…
…
と
ロ
ー
カ
ル
財
閥
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い

く
。
だ
が
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
や
、
2
0
1
7
年
現
在
世

界
第
5
位
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
メ
ー
カ
ー
O
P
P
O
を

傘
下
に
持
つ
B
B
K
（
歩
歩
高
）、
バ
ッ
テ
リ
ー
・
電
気

自
動
車
メ
ー
カ
ー
B
Y
D
（
比
亜
迪
）
の
よ
う
な
、
中
国

を
代
表
す
る
企
業
の
起
業
家
た
ち
は
違
う
。
得
た
金
を
技

術
投
資
に
回
し
、
本
業
で
の
さ
ら
な
る
成
功
を
目
指
す
。

大
き
な
成
功
を
手
に
す
る
た
め
に
は
、
愚
直
な
技
術
開
発

が
欠
か
せ
な
い
よ
う
だ
。

「
3
人
集
ま
れ
ば
起
業
」の
地
、深
圳

中
国
で
次
々
と
起
業
家
が
生
ま
れ
る
舞
台
の
ひ
と
つ
が
、

広
東
省
深
圳
市
の
名
物
と
も
言
え
る
電
気
街
「
華か

強き
よ
う

北き
た

」

だ
。
深
圳
の
工
場
が
容
易
に
部
品
を
入
手
で
き
る
よ
う
、

日
本
の
秋
葉
原
の
電
気
街
を
モ
デ
ル
に
、
1
9
8
8
年

に
開
設
さ
れ
た
。「
1
メ
ー
ト
ル
の
売
り
場
」
と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
ブ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
る
。
現
在
で
は
20
を
超

え
る
大
型
ビ
ル
に
無
数
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
。
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
電
子
部
品
が
販
売
さ
れ
る
、
世
界
最
大
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
5
年
公
開
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
解

読
：
深
圳
華
強
北
』
は
1
9
8
0
年
代
か
ら
現
在
ま
で

の
華
強
北
の
歴
史
を
描
く
内
容
だ
が
、
全
4
話
の
う
ち
1

話
を
、「
1
メ
ー
ト
ル
の
カ
ウ
ン
タ
ー
」
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
こ
は
卸
売
市
場
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
起
業
家
を
生
み
出
す
ゆ
り
か
ご
と
し
て
の
役
割

も
あ
る
。
そ
れ
が
同
作
の
主
張
だ
。
映
画
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
起
業
家
は
豪
恩
声
学
社
（
ホ
ー
ン
・
オ
ー
デ
ィ
オ
）
の

王お
う

麗れ
い

総
経
理
。
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
工
場
で
働
い
た
後
、

華
強
北
で
マ
イ
ク
販
売
店
の
売
り
子
と
し
て
勤
務
。
仕
事

で
得
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
や
知
識
を
生
か
し
て
独
立
し
、
マ

イ
ク
を
製
造
・
販
売
す
る
企
業
で
成
功
を
収
め
た
。

筆
者
も
華
強
北
出
身
の
起
業
家
を
直
接
取
材
し
た
こ
と

が
あ
る
。
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド
「M

eeG
oPad

」
の

創
業
者
、
呉ご

燁よ
う

彬び
ん

だ
。
呉
は
深
圳
大
学
を
中
退
後
、
イ
ン

テ
ル
な
ど
外
資
系
企
業
で
働
い
た
後
独
立
。
電
機
製
品
を

企
画
販
売
す
る
企
業
を
立
ち
上
げ
る
が
失
敗
す
る
。
そ
の

後
、
一
時
期
は
華
強
北
で
店
員
と
し
て
働
い
た
経
歴
を
持

つ
。
2
0
1
0
年
、
世
界
最
速
で
i
P
a
d
の
コ
ピ
ー

品
を
開
発
し
成
功
す
る
。
最
初
の
成
功
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

の
事
業
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
P
C
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
ト
カ
ー
ド
な
ど
、「
正
道
」
の
発
明
家
と
し
て

存
在
感
を
高
め
て
い
る
。

そ
の
呉
曰
く
、
華
強
北
で
得
た
人
脈
が
力
に
な
っ
た
と

い
う
。
華
強
北
に
は
「
3
人
集
ま
れ
ば
起
業
の
話
に
な

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
だ
。
独
立
し
一
旗
あ
げ
て

や
ろ
う
と
い
う
若
者
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
場
所
。
彼
ら

が
一
つ
と
こ
ろ
に
集
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
で
、
起
業
へ
の
意
思
は
さ
ら
に
強
固
に
な
り
、
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
や
情
報
が
得
ら
れ
る
と
い
う
循
環
が
あ
る
。

深
圳
で
は
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
重
要
性
は
日
本
よ
り
も

は
る
か
に
高
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
中
国
の
製
造
業
は

徹
底
的
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
電
機
製
品
だ
と
、
製
品
・
基
盤
の
設
計
、
部
品
の

調
達
、
金
型
、
組
み
立
て
な
ど
の
各
工
程
が
分
離
し
て
い

る
。
大
手
企
業
に
な
れ
ば
、
複
数
の
工
程
を
内
製
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
中
小
企
業
の
場
合
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

が
前
提
。
極
端
な
話
、
資
金
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
さ
え
あ
れ

ば
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
製
品
を
作
る
こ
と
が
可
能
だ
。

融
資
シ
ス
テ
ム
が
高
度
人
材
に
よ
る

起
業
を
促
す
時
代
へ

こ
の
深
圳
の
起
業
サ
イ
ク
ル
に
今
、
変
化
が
生
じ
て
い

る
。
従
来
の
起
業
家
が
現
場
発
の
叩
き
上
げ
中
心
だ
っ
た

の
に
対
し
、
現
在
で
は
高
学
歴
の
高
度
人
材
が
中
心
の
、

技
術
主
導
の
起
業
が
増
え
て
い
る
。
転
換
点
と
な
っ
た
の

注＊	

企
業
等
が
職
場
内
で
品
質
、
サ
ー
ビ
ス
、
職
場
環
境
、
安
全
等
の
向
上
を
目
的

と
し
て
自
主
的
に
行
う
グ
ル
ー
プ
活
動
の
総
称
。

は
、
中
国
政
府
に
よ
る
「
双
創
」（
大
衆
の
創
業
、
万
民
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
政
策
だ
。
2
0
1
5
年
に
正
式
導
入

さ
れ
た
こ
の
政
策
は
、
民
間
の
起
業
を
後
押
し
し
、
中
国

経
済
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
。
前
述
の
国

有
企
業
経
済
と
民
間
企
業
経
済
の
区
分
で
言
う
な
ら
ば
、

後
者
の
勢
力
拡
大
に
初
め
て
本
腰
を
入
れ
た
と
評
価
で
き

る
。

「
双
創
」
政
策
に
よ
っ
て
、
起
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
起
業
孵
化
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
低
価
格

で
オ
フ
ィ
ス
を
借
り
ら
れ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

法
人
設
立
の
手
続
き
簡
素
化
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、

最
大
の
影
響
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
式
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
融
資

シ
ス
テ
ム
が
定
着
し
た
こ
と
だ
。
事
業
段
階
に
応
じ
て
、

エ
ン
ジ
ェ
ル
、
シ
ー
ド
、
ラ
ウ
ン
ド
A
、
ラ
ウ
ン
ド
B

…
…
と
段
階
的
に
投
資
家
か
ら
資
金
を
集
め
て
い
く
方
式

だ
。
以
前
の
起
業
家
は
自
己
資
金
や
親
戚
・
友
人
の
保
証

が
必
要
だ
っ
た
が
、
優
れ
た
素
質
や
事
業
計
画
を
持
つ
起

業
家
な
ら
ば
ス
ム
ー
ズ
に
資
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
海
外
留
学
経
験
者
や
先
端
的
技
術
研
究
に
従

事
し
た
経
験
を
持
つ
高
度
人
材
が
起
業
家
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
人
に
雇
わ
れ
る
よ
り
も
、
自
分
の
会
社
を
作
り

た
い
と
い
う
起
業
ス
ピ
リ
ッ
ツ
も
旺
盛
だ
。

改
革
開
放
か
ら
40
年
、
つ
い
に
百
花
繚
乱
と
な
っ
た
中

国
民
間
経
済
。
学
歴
や
技
術
力
は
当
時
と
ま
っ
た
く
異
な

る
と
は
い
え
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
業
界
に
は
今
も
改
革
開
放
直

後
の
起
業
ラ
ッ
シ
ュ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
熱
気
が
立
ち
込

め
て
い
る
。
中
国
の
変
化
は
大
き
く
、
政
策
や
金
融
環
境

の
変
化
で
一
定
の
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ

う
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
こ
の
勢
い
が
止
ま
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。

1617 C E L   N o v e m b e r   2 0 1 8 C E L   N o v e m b e r   2 0 1 8


